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第２回伊東市幼児施設連絡調整協議会 参考資料 

 

伊東市立地適正化計画における宇佐美地域の位置付けについて 

 

１ 伊東市都市計画マスタープラン（平成２５年３月） 

都市計画マスタープランは、おおむね２０年後の将来像を示し、その実現に向

けた都市計画の基本的な方針を示すものです。この計画の中で、宇佐美地域の将

来の地域構造の考え方は「伊東を代表する住宅地に育てよう」となります。 

 

２-１ 伊東市立地適正化計画（令和５年３月） 

立地適正化計画は、健全で持続可能な集約型都市構造を目指して、都市計画区

域内の区域について、居住及び都市機能増進施設（医療、福祉、商業施設等）、

公共交通の充実等に関する包括的なマスタープランとして作成するものです。 

都市再生特別措置法第８１条に規定されており、都市計画法に基づく伊東市

都市計画マスタープランの一部とみなされます。 

 

２-２ 立地適正化計画に定める事項 

立地適正化計画では、「基本的な方針」として、まちづくりの理念や目標、目

指すべき都市像、 用途地域内を基本として居住を誘導するための「居住誘導区

域」及び医療・福祉・商業等の都市機 

能を誘導するための「都市機能誘導区 

域」を定めます。また、居住誘導区域 

に関しては居住を誘導するための施策 

を、都市機能誘導区域に関しては誘導 

すべき都市機能を「誘導施設」として 

定め、誘導施設を誘導するための施策 

を示します。 
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２-３ 津波浸水想定区域（想定最大規模：Ｌ２） 

本市への影響が大きい相模トラフで発生する地震による震度分布図をみると、

本市の北部で震度６弱の揺れを観測すると想定されています。その地震による

津波浸水想定区域図では、宇佐美地域の市街地の広い範囲が津波浸水想定区域

となっており、その大部分で５ｍ以上の浸水が想定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２-４ 宇佐美地域拠点の誘導区域 

本市においては、市街地の広い範囲が津波浸水想定区域に指定されています

が、これまでの生活・観光の中心的基盤であり、今後の市政運営やまちづくりを

考える上では、これらの区域を除外することは極めて困難です。そのため、これ

らの区域については、防災部局と連携し、「防災指針」に示す防災・減災のハー

ド・ソフトの対策を推進します。 
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２-５ 誘導施設 

誘導施設とは、「都市機能誘導区域ごとにその立地を誘導すべき都市機能増進

施設（医療施設、福祉施設、商業施設その他の都市の居住者の共同の福祉又は利

便のため必要な施設であって、都市機能の増進に著しく寄与するもの。）」と定義

しており、拠点の特性や都市機能の立地特性等を踏まえ、誘導施設を設定してお

ります。 
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２-６ 防災指針 

災害の規模や発生する頻 

度に応じ、その課題も異な 

るため、まずは各々のハザ 

ードに対する基本的な対応 

方針を示しており、その上 

で地域の個別課題に対応し 

たリスクを回避・低減する 

ために必要な対策の取組方 

針を定めます。 
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